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【大学構内の植物を観察している様子】 【畑を開墾している様子】 

  

Project 

㉛ 
地域協働専攻 

地域環境科学グループ 

地域プロジェクト （令和3年度前期～令和3年度後期）  

キャンパスを中心とした地域の環境および景観の向上 

【メンバー】  [学   生]  大谷 彩夏/神田 雄介/鈴木 花音/森岡 祥平/山影 亮太/四ツ屋 和  

八木橋 明華里/佐々木 美空/荒井 菜花/上條 初音/佐藤 叶佳 

姫野 南美/畑田 昂大/花本 拓己/佐藤 斗満 

[担当教員]  三上 修/紀藤 典夫 

【背景】 

学内には、多くの植物があるにも関わらず、情報発信不足により、その多様さに気づいていない人が多い。

また、放置されて荒れ地のようになっている場所があり、景観が損なわれている。それにより、不快昆虫の発

生やキツネが住み着くなどの問題も見られる。 

【目的】 

・SNSやポスター掲示などを用いて、学内外に情報を発信する。 

・荒れた土地を畑として管理することで、景観向上を図る。 

【概要】 

情報発信チームと景観改善チームに分かれて活動した。 

〈情報発信チーム〉 

函館市内では都市部に位置する教育大学には、植物が豊富にあるがそれに着目する人は少ない。若者が

多く利用し、気軽に閲覧することが出来るSNSを利用し、また学内向けにはポスターを作成し、教育大学函館

校の植物に関する情報を発信した。 

〈景観改善チーム〉 

学内の放置された土地に、雑草や外来植物であるハリエンジュが生い茂り、景観が損なわれていた。さら

に、ヤブ蚊やハチなどの不快昆虫の発生や、エキノコックス症を広めるキツネが住み着くなどの問題も見られ

た。そこで、景観向上に焦点を当て、荒れた土地を畑として管理した。 

【プロセスと成果】 

〈情報発信チーム〉 

前期の活動は月ごとの学内植物の調査と情報発信のため、Instagramへの投稿を月に3回行い、ポスターを

学内に掲示した。Instagramではより多くの人に見てもらえるよう、タグ付けと、魅力ある写真を撮影することに

力を入れた。Instagramのフォロワー数は最高で65人、いいねの数は全部で259であった。 

後期の活動では、花暦の作成・WEBサイトの作成、SNSによる情報発信を行った。 

〈景観改善チーム〉 

前期の活動は、景観向上のために、厚生会館裏の荒れた土地に畑を開墾した。ハリエンジュの伐採と雑草

の除去に取り組んだ後、元々あった畑を約3倍に拡張した。 

後期には、作物の収穫後、畑の管理が不十分であるという問題から、引き続きハリエンジュの伐採と雑草の

除去に取り組んだ。また、畑の奥にはゴミが多く捨てられていたため、ゴミ拾いも並行して行った。 

さらに、11月から12月には、大学が殺風景であるという問題に着目し、構内に季節感を出すためにクリスマ

ス装飾を行った。 
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【総括と反省・今後の課題】 

〈情報発信チーム〉 

活動を通して、自分たちの普段過ごしているキャンパスの植物について知識を深めることが出来た。さら

に、Instagramへの投稿やWEBサイトの作成・ポスター作成を行い自らのスキル向上へとつながった。特に、自

分たちが作成したものが誰かに見られるということの責任の大きさを活動を通して学ぶことが出来た。 

前期の活動ではInstagramで学内の植物を投稿し、知ってもらうことが目標であったが、それではこのプロジ

ェクトの最終的な達成の基準が曖昧であることに気が付き、後期の活動では数値目標をたててそれを達成で

きるような活動を考え実行した。目標に立てたInstagramのフォロワー数100人は達成できなかったが、地域環

境科学グループの他の学年が履修している授業にてInstagramアカウントの宣伝を行い、フォロワー数を15人

増やすことができた。しかし、学外にいる函館の地域の人々に対して情報を提供することが出来なかった。ま

た、Instagramのフォロワーが65人前後と目標には程遠いため、宣伝活動にもっと力を入れるべきであった。 

〈景観改善チーム〉 

前期は、早いうちから畑の開墾に着手し、畑を約3倍に拡張することができた。また、情報共有により、作物

の病気への早期対応が可能となった。その結果、多くの作物を収穫することができた。反省としては、計画性

に欠けていたことが挙げられる。プロジェクトの初めに全体を見通した詳細な計画を立てるべきである。 

後期は、3つのチームに分けて活動することで、効率よく活動することができた。また、後期の計画を初めに

立て、前期よりも円滑にプロジェクトを進めることができた。一方、テスト期間や不測の事態を考慮しておらず、

計画通りに進まないこともあり、見通しの甘さが見られた。 

活動を通して、景観が損なわれているという問題や、そこから派生した不快昆虫の発生などの問題、さらに

構内に季節感がないという問題を解決することができた。しかし、長期休暇など、手を加えられない時は雑草

やハリエンジュが生い茂る時期があったため、継続的には達成できなかった。 

今後の課題として、景観を維持するためにも、継続的な畑整備を行う必要がある。また、ゴミの不法投棄が

多いことから、注意喚起の看板を立てる等の対策をするべきであると考える。 

【地域からの評価】 

〈情報発信チーム〉 

Instagramの投稿に対しては、いいね数が全21投

稿に対して259いただいた。また、投稿に対して、良

い写真を使用しているというコメントをいただいた。

成果発表の際は、Instagramを見て、植物に関する

知識が得られてうれしかった、また、植物に興味を持

った、花暦が華やかであるという意見をいただいた。 

〈景観改善チーム〉 

成果発表会の際には、好意的な意見の他にも、

｢収穫した野菜を地域の人に配布するのはどうか｣等

の提案もいただいた。今後は視野を広げて、地域の

方々と関わりながら活動していきたい。 

クリスマス装飾に関しては、装飾を見た方々から

好意的な意見をいただくことができた。｢卒業式など

のイベントでも装飾を行ったらどうか｣などの提案も

いただいたので、今後の参考にしたい。 

 

【謝辞】  

この活動を行う上で、本校財務グループの川政さ

まには、ハリエンジュの伐採および畑の管理におい

て、様々なことをご指導いただきました。 

また本学名誉教授の長谷昭先生には、学内の植

物について様々な情報をいただき、教授の中村秀夫

先生には、クリスマス装飾についてアドバイスをいた

だきました。 

このお三方にお礼申し上げます。 

【その他】 

年間スケジュール 

前

期 

 4月 ・メンバーの顔合わせ 

 5月 〈情報発信チーム〉 

・学内の開花植物調査(5～11月) 

・Instagramの準備 

〈景観改善チーム〉 

・ハリエンジュ伐採と除草 (5～10月) 

 6月 〈情報発信チーム〉 

・Instagramの投稿(6～11月) 

・学内マップの作成(6～10月) 

〈景観改善チーム〉・苗の購入、植付 

 7月 ・中間発表の準備 

〈景観改善チーム〉 

・畑の管理(7～9月) 

 8月 ・中間発表会の実施 

 9月 〈景観改善チーム〉 

・作物の収穫(9～10月) 

後

期 

10月  

11月 〈情報発信チーム〉・花暦の作成 

〈景観改善チーム〉 

・ゴミ拾い、構内装飾(11～12月) 

12月 ・成果発表会の準備 

〈情報発信チーム〉 

・WEBサイトの作成、  

・花暦をInstagramに投稿・終わりの

挨拶 

 1月 ・成果発表会 
 


